
m2無筋コンクリート構造物取壊し(3)

点　　名 備　　考X Y

T1

T2

1000.000 1000.000

任　意　座　標　一　覧　表

1010.101 965.391

Ｎ

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図　示縮　　　尺

事務所名

平面図・標準断面図

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

津市高茶屋四丁目地内

津市建設部  建設整備課

津市立南郊中学校フェンス設置等工事

平成30年度建整教総補 第1号

9. 85

9. 90

10. 02

止水弁

止水弁
汚水

汚水

止水弁

止水弁

11. 22

11. 18

11. 18

止水弁

11. 21

止水弁

止水弁

止水弁

止水弁
止水弁

止水弁

止水弁
止水弁

止水弁

止水弁

仕

止水弁

止水弁

止水弁

止水弁 散水栓

11. 20

11. 21

10. 42

9. 89

散水栓

散水栓

散水栓
防犯カメラ

更衣室・WC

機械室

部　室

倉庫

倉庫

倉　庫

倉　庫

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

目
洗
い
場

T1

T2

県
立
盲
学
校

プール

平面図
S=1:250
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A
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CoCo

Co

Co

Co

Co

Co

Co

Co

8
00

Co

Co

Co

Co

Co

Co

70
0

1
4
00

標準横断面図(1)

標準横断面図(2)
S=1:50

標準横断面図(3)
S=1:50

埋戻し

流用土

Co構造物取壊し(1)

埋戻し

流用土

Co構造物取壊し(1)

1
6
0
0 目洗い場

2
0

C-C断面

B-B断面

モルタル金ゴテ仕上げ(天端処理)
セメントモルタル(W=100　t=20)

モルタル金ゴテ仕上げ(天端処理)

セメントモルタル(W=200　t=20)

Co構造物取壊し(2)

m2

m2コンクリート構造物取壊し(1)

コンクリート構造物取壊し(2)

鉄筋

鉄筋

1/6

ブロック塀８段撤去

Co構造物取壊し(1)
ブロック塀１段撤去

2
0
0

1
40

0

モルタル金ゴテ仕上げ(天端処理)

セメントモルタル(W=100　t=20)

L=
13
.7
ｍ

フ
ェ
ン
ス
(4
) 
(H
=1
.8
ｍ
)

L=
2.
0ｍ

フェンス(3)(H=1.5ｍ)

フェンス(2)(H=1.8ｍ)

フェンス(1)(H=1.5ｍ)

運 動 場

ブロック塀７段撤去

ブロック塀７段撤去

S=1:50No.4+3.70

No.3+4.50

No.2
+16.

3
No.2

+14.
3

No.0
+13.

70

No.0

張りコンクリート(1)(t=10cm)

張りコンクリート(2)(t=10cm)

フ
ェ
ン
ス
(3
) 
(H
=1
.5
ｍ
)

Co
構
造
物
取
壊
し
(1
)

V=
2.
5ｍ

3(
L=
13
.7
ｍ
)

モ
ル
タ
ル
金
ゴ
テ
仕
上
げ

V=
2.
7ｍ

2(
L=
27
.4
ｍ
)

モルタル金ゴテ仕上げ
V=1.9ｍ2(L=19.2ｍ)

張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
(1
)　

A=
32
.6
ｍ
2

モ
ル
タ
ル
金
ゴ
テ
仕
上
げ
　
V=
8.
6ｍ

2(
L=
43
.0
ｍ
)

フ
ェ
ン
ス
(2
) 
(H
=1
.8
ｍ
)　

L=
41
.0
ｍ

張コンクリート t=0.10 0.90 m

m2無筋コンクリート構造物取壊し(4)

Co構造物取壊し(4)

Co構造物取壊し(3)

0.09

m2無筋コンクリート構造物取壊し(3)

m2

m2コンクリート構造物取壊し(1)

コンクリート構造物取壊し(2)

鉄筋

鉄筋

張コンクリート t=0.10 m

m2無筋コンクリート構造物取壊し(4)

0.95

0.10

m2無筋コンクリート構造物取壊し(3)

m2

m2コンクリート構造物取壊し(1)

コンクリート構造物取壊し(2)

鉄筋

鉄筋

張コンクリート t=0.10 m

m2無筋コンクリート構造物取壊し(4)

0.18

0.14

0.14

Co
構
造
物
取
壊
し
(1
)V
=6
.0
ｍ
3、

Co
構
造
物
取
壊
し
(3
)V
=4
.3
ｍ
3（

L=
43
.0
ｍ
）

Co構造物取壊し(4)V=1.7ｍ3(L=19.2ｍ)

Co構造物取壊し(2)V=2.7ｍ3、

フェンス(1) (H=1.5ｍ) L=19.2ｍ

張りコンクリート(2) A=14.8ｍ2

低圧注入工法(ひび割れ補修)N=1式

DL=8.000

DL=8.000

GH=10.39
A-A断面

GH=11.22

GH=9.72

目地@10m　18-8-25BB

KBM.1　H=10.000

目地@10m　18-8-25BB

900

400

400

950

DL=8.000

Co

2
0



ブラインド

1
4
8
0

3
7
0

□100×50×2.3

2000

2-縦枠 t＝0.8

2000

2-中間縦枠 t＝1.6

1
4
6
5

1
5

t＝0.6

胴縁 t＝1.6

〔SGMH490〕

胴縁 t＝1.6

（水抜穴付）

〔SGMH490〕

S=1:1

ブラインド部詳細図

t＝0.6

胴縁断面図
S=2:1

3
7

1.6

35

2000

パネル取付図

2000

37

4
6

PL 3.2

［ナットはＵナット］

角根BN M8×30(W付)

S=1:1.5

7
0
0

1
0
0

500500

200

工法図(1)

現場打基礎

N0.3+4.50～N0.4+3.70

L=19.20m

500

既
設
擁
壁 基礎材

（RC-40）

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事務所名

図　示

工法図(1)

1
0

52

ブラインドの目の向きは設置前に打合せ確認すること。

基準風速・・・３４ｍ/ｓｅｃ

基づく風圧力に依る。

地表面粗度区分・・・ Ⅲ　　

設計荷重・・・建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に

亜鉛めっきの上防錆着色処理とする。

外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐

候性樹脂粉体塗装とする。但し、ボルト・ナットは溶融

２．

１．

備考

設計条件

フェンスの色はグレーベージュとする。３．

フェンス(1)(H=1.5m)正面・断面図
S=1:10

□100×50×2.3

フェンス(1)(H=1.5m)　

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

10m当り

フェンス
目隠しフェンス

グレーベージュ
H=1.5m

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

津市高茶屋四丁目地内

津市建設部  建設整備課

（AM-1500-M　同等品以上)

４． 目隠しフェンスの加工費は材料費に含むものとし、設計変更の対象としない。

平成30年度建整教総補 第1号

600
600 550

津市立南郊中学校フェンス設置等工事

2/6

1
0
0

フェンス(1)(H=1.5m用)　材料表

10.00

基礎ブロック

基礎ブロック 500×500×700

m

基

基礎条件・・・許容地耐力  １００ｋＮ／㎡

基礎砕石 RC-40　t=10cm m2

床 掘 り m3

埋 戻 し m3

残土等処分 m3

基面整正 m2

1.65

1.65 基礎ブロック設置に含む

基礎ブロック設置に含む

基礎ブロック設置に含む

5.00

4.1

3.2

0.5



1
7
3
9

42
1

□100×50×2.3

ブラインド

ブラインド

2000

2-縦枠 t＝0.8

9
6
2

2-中間縦枠 t＝0.8

2

7
6
0

1
5

2000

t＝0.6

t＝0.6

胴縁 t＝1.6

〔SGMH490〕

胴縁 t＝1.6

（水抜穴付）

〔SGMH490〕

S=1:1

ブラインド部詳細図

t＝0.6

胴縁断面図
S=2:1

3
7

1.6

35

2000

パネル取付図

2000

37

4
6

PL 3.2

［ナットはＵナット］

角根BN M8×30(W付)

S=1:1.5

1
0
0

550550

200

工法図(2)

8
0
0

550

既
設
擁
壁

基礎材
（RC-40）

1
0

ブラインドの目の向きは設置前に打合せ確認すること。

基準風速・・・３４ｍ/ｓｅｃ

基づく風圧力に依る。

地表面粗度区分・・・ Ⅲ　　

設計荷重・・・建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に

亜鉛めっきの上防錆着色処理とする。

外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐

候性樹脂粉体塗装とする。但し、ボルト・ナットは溶融

２．

１．

備考

設計条件

フェンスの色はグレーベージュとする。３．

フェンス(2)(H=1.8m)正面・断面図

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図　示縮　　　尺

事務所名

工法図(2)

現場打ち基礎

現場打ち基礎

現場打基礎

フェンス(2)(H=1.8m)　

名　　　称 規　　　格 単　位 数　　　量 摘　　　要

10m当り

フェンス
目隠しフェンス

m グレーベージュ
H=1.8m

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

津市高茶屋四丁目地内

津市建設部  建設整備課

円筒型枠

φ200　L=420

４． 目隠しフェンスの加工費は材料費に含むものとし、設計変更の対象としない。

（AM-1800-M　同等品以上) S=1:10

平成30年度建整教総補 第1号

650 650 600

津市立南郊中学校フェンス設置等工事

N0.0+13.7～N0.2+14.30

L=41.00m（コーナーあり）

3/6

52

18-8-40BB m3

型  枠 m2

基礎砕石 RC-40　t=10cm m2

円筒型枠 m

m3

床 掘 り m3

埋 戻 し m3

残土等処分 m3

基面整正 m2

セメント等 t小運搬(3)

0.42×5=2.10

コンクリート

小運搬(4)

小運搬(5) m3

砕石

土砂

1
0
0

φ200

10.00

1.21

6.60

1.95

1.95

3.01

2.10

0.23

床掘りに含む

フェンス(2)(H=1.8m用)　材料表

5.1

3.9

0.8

0.8

基礎条件・・・許容地耐力  １００ｋＮ／㎡



工法図(3)

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図　示縮　　　尺

事務所名

工法図(3)

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

津市高茶屋四丁目地内

津市建設部  建設整備課

平成30年度建整教総補 第1号

S=1:10

＜Ｌ型ベースプレート付＞

φ60.
5

外
側

外側

胴縁t＝1.6

小W
Uナット

袋ナット

中W

Uナット、袋ナット付

中W2枚、小W1枚、ナット

角根BTM8

セットしておくこと

建柱前、ボルトをブラケットに注）

単　位 数　　　量

本

10ｍ当り

ｍ グレーベージュ

個

基準風速・・・３４ｍ/ｓｅｃ

基づく風圧力に依る。

地表面粗度区分・・・ Ⅲ　　

設計荷重・・・建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に

設計条件

備考

３．フェンスの色はグレーベージュとする。

５．目隠しフェンスの加工費は材料費に含むものとし、設計変更の対象としない。

２．ブラインドの目の向きは設置前に打合せ確認すること。

2-φ20

注）本図アンカ－位置で施工上支障ないか事前に確認のこと。

（寸切りボルトM12、ナット2ケ、大W付）

2-ケミカルセッター AP-12同等品以上

プレート取付箇所は
面取りを施すこと。

（
穿

孔
深

さ
）

2-ホ－クカットアンカ－＃16CA

（BTM16、大W、SW付）

主柱取付図
S=1:5

ＸＡブラインド

パネル取付図

名　　　称

アンカー

フェンス

底板

アンカー

規　　　格

フェンスに含む

フェンスに含む

フェンスに含む

フェンス(3)(H=1.8m)　

１．外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐候性樹脂紛体塗装とする。

亜鉛めっきの上防錆着色処理とし、アンカーボルトは溶融亜鉛めっきのみとする。

但し、主柱は溶融亜鉛めっきの上高耐候性樹脂紛体塗装、ボルト・ナットは溶融

４．本図ベースプレートの穴径及びアンカ－位置で施工上支障ないか事前に

確認を要す。

本
津市立南郊中学校フェンス設置等工事

N0.0～N0.0+13.70

L=13.7m 4/6

L型ベース

ドリル径　φ22mm L=7cm

摘　　　要

t＝0.6
S=1:1

52

1
0

4
6

PL3.2

10551055

350

175 175

40

4
0

9

9

φ60.5×3.2

9
0

5
0

2-φ16

3
0

6
0

4
0

40 270

100 150 100

350

1
4
0

4
0

1
8
0

60 40

100

1
0
0

4
0

外　側

ＸＡブラインド

胴縁 t＝1.6

〔SGMH490〕

（水抜穴付）

φ60.5×3.2

2-縦枠 t＝0.8

t＝0.6

胴縁 t＝1.6

〔SGMH490〕

φ60.5×3.2

フェンス(3)(H=1.5m)正面・断面図
（AM-1500-M　同等品以上)

1
5

100

60 40

目隠しフェンス　H=1.5ｍ

1
4
6
5

1
4
8
0

10551055

18.96

18.96

18.96

18.96

9.48

10.00 

フェンス(3)(H=1.5m用)　材料表

ケミカルセッターAP-12同等品以上

ドリル径　φ15mm L=10cm

ホークカットアンカー#16CA同等品以上

コンクリート削孔

コンクリート削孔

孔

孔



S=1:1

ブラインド部詳細図

t＝0.6

胴縁断面図
S=2:1

3
7

1.6

35

2000

パネル取付図

2000

37

4
6

PL 3.2

［ナットはＵナット］

角根BN M8×30(W付)

S=1:1.5

工法図(4)

単　位 数　　　量 摘　　　要

ｍ グレーベージュ

ブラインドの目の向きは設置前に打合せ確認すること。

基準風速・・・３４ｍ/ｓｅｃ

基づく風圧力に依る。

地表面粗度区分・・・ Ⅲ　　

設計荷重・・・建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に

亜鉛めっきの上防錆着色処理とする。

外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐

候性樹脂粉体塗装とする。但し、ボルト・ナットは溶融

２．

１．

備考

設計条件

フェンスの色はグレーベージュとする。３．

1
0

52

フェンス(4)(H=1.8m)正面・断面図
S=1:10

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図　示縮　　　尺

事務所名

工法図(4)

1
7
3
9

4
2
1

□100×50×2.3

ブラインド

ブラインド

2000

2-縦枠 t＝0.8

9
6
2

2-中間縦枠 t＝0.8

2

7
6
0

1
5

2000

t＝0.6

t＝0.6

胴縁 t＝1.6

〔SGMH490〕

胴縁 t＝1.6

（水抜穴付）

〔SGMH490〕

200

φ200 φ200

4
2
1

□100×50×2.3
フェンス(4)(H=1.8m)　

削孔基礎

N0.2+14.30～N0.2+16.30

L=2.00m

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

津市高茶屋四丁目地内

津市建設部　建設整備課

４． 目隠しフェンスの加工費は材料費に含むものとし、設計変更の対象としない。

（AM-1800-M　同等品以上)

平成30年度建整教総補 第1号

津市立南郊中学校フェンス設置等工事

フェンス(４)(H=1.8m)　N0.2+14.3～N0.2+16.3

L=2.0m

5/6

孔

10.00 

10ｍ当り

基礎条件・・・許容地耐力  １００ｋＮ／㎡

名　　　称

目隠しフェンス

コンクリート削孔

規　　　格

フェンス(4) (H=1.80m用)

φ200　L=421

目隠しフェンス　H=1.8m

 5.00 

コンクリート削孔　φ200×421



低圧注入工法

注入用エポキシ樹脂

注入用座金

シリンダーセット

（ﾎﾞﾝﾄﾞ E207DS同等品上）

ひび割れ

ひび割れの調査

下 地 処 理

座金取り付け

シ ー ル

注　 入

座金・シール材除去

・施工フローチャート

※　特記事項

・座金取り付け位置の決定は、ひび割れ、状況に応

　じて注入位置を決定する。

・シール材は、養生して効果を確認する。

・注入用樹脂の硬化（24時間以上養生）後、シリン

　ダーを除去する。

東

ひび割れ長(m) ひび割れ幅(mm)

②

③

1.20

2.00

①

1.20

1.20 0.30

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号縮　　　尺

事務所名

S=1:50

低圧注入工法(ひび割れ補修)詳細図

クラック無し

S=1:50

低圧注入工法(ひび割れ補修)詳細図

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

津市高茶屋四丁目地内

津市建設部  建設整備課

南側擁壁　19200

H
=1

20
0

H
=1

2
00

ひび割れ厚(m)

注入材 kg

名　称 単 位 数　量 摘　要

低圧注入工法（ひび割れ補修）数量表

kgシール材

個低圧注入器具

規　格

エポキシ樹脂系

エポキシ樹脂系

ロス率含む

ロス率含む

①②③④

計 ― ―

④ 1.20

0.30

0.30

0.05

0.05

0.05

0.05

4.80

0.22

0.28
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1式当り(L=4.80m)
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